
日当りのよい暖地の低湿地に生える小さな一年草。茎は軟弱で、高さ5-10cmになり、下部はときに分枝

し、葉とともにほとんど無毛。葉は茎全体にまばらにつき、披針形または線形で、長さ3-8mm、幅1-2mm、

先はとがり、1本の中脈のみが目立つ。8-9月、白色の花を茎の上部の葉腋に1個ずつ開く。花柄は細く、粒

状突起が散生し、長さ7-20mm。萼は鐘形で、1/3ほどまで4裂する。花冠は鐘形で、先は4裂し、径

2.5mm。

小さいため、気づかれないうちに生育環境が人為的に
破壊される危険度が高い。

生育地である湿地環境等の保全が重要である。
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■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

東播磨、西播磨

■ 国内分布

本州、四国、九州、琉球諸島

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 ○ 特殊生育環境 ○ 特殊な分布

マチン科

兵庫県ランク…ヒメナエ
環境省ランク… VUMitrasacme  indica  Wight


